





































































































































































国 名 刊 行 年 癌尺 (基準線)及び 投影法 摘 要
参 照日本海の海床 1924 約 260万分の1,メルカトル 水深データ312測点により,日本海の海底の
概略を 第1図(大正13年) 表現した最初の等深線図.等深林 200m.500Jh 以下500mごと_ (水路
要報 3年,第24号)日本近海の深さの図 1925 約 850万分の1(Lat. 0○). 等深線 200ーⅡ.1000m.以下 1
000mごと.深度段彩 4段(大正14年) メルカトル 階.海底地形図として編
集された最初のE凱 (水路軍報付監)日本近海水深固 1929 約 825万分の1(Lat.350).水深図として
最初の刊行図.等深緑 200m,lOOOm.Noー60BO (昭和 4年) メルカトル
以下 1000mごと. 6投影. 深海に関する資料増加.日本近海水深園No
.6880 1936(昭和11年) 同 上 同上の改版太平洋水深園第 1,第3 (日本海を含む) 48 400万分の1(Laも.35○).メ
ルカトル 等深線 200m,500m.1000m,以下 1000mごと.日本海 1950 150
万分のl(Lat.35°). 漁業用固_素面に季節ごとの海流デ-夕表示.等深線N
o_7155 メルカトル ZOOM.500m.以下 1000n1ごと.水深 .底質表示.日本北方
海域No.7156 1952 150万分の1(Lat.35○),メルカトル 表現法同上日本近海深浅囲 80 も 4 海底の起伏を彫塑的水平曲線地
図法により立体表現. 第3図No,6901 メルカトル 等深線 500mごと (補助コンター 200m採用).
日本 海底の地形学園 1959 200万分の1(Lat.40q). 大陸棚外縁,隆起地形,山脈軸.凹地.海底
谷. 第4図(ソ連科学アカデミー海洋研究所) メルカトル 孤峰,急崖地形などを表示,N.L.ZENKEVⅠTCH 娼集.日本海の
海底地形函 1961 約1000万分のl(Laも. 0○).メルカトル 観測船ヴイチャー ジ号の1950-1955
の成果による. 第5図大洋水深囲 1962- 100万分の1(Laも.
35-, 大洋水深絵図 (GEBCO)作成用の 100万分の1水深図.Lat.44○),メルカトル 等深線
200m.500m, 以下 500mごと.日本近海海底地形図 1966 300万分の1(Laも.35○) 1965年までの国札
国外の資料採用 , 日本海では測点第L No.6301 メルカトル 4
2,500個にもとづき地形表現.(共4面) 等深線 200m.500m, 以下 500mごと.日本近海海底
地形図 1971 800万分の1 海底ゐ起伏を立体表現. 第6図(浮形式)NQ_6901 正規多円錐図法(中央経線 14
5○) 等深線 200m,500m, 以下 500mごと.Topography of the 1971 約1000
万分の1 (各基因は 等深線は fathomで,100.200,以下 200ごと. 第7図North
Pacific 650万分の1),メルカトル (C托ASE.NENARD.MAMNERⅠCKX編).日本周辺海底地形図 197
3 50万分の1 20万分の1 ｢海の基本図｣を編集,等探検は 0-loom(能萱半島～男鹿半島) ランベルト正
角円錐図法 (10nLl'Pと),100-200m(20Tnごと),200m以下は100mごと
.大洋水藻耗盟 1979 1000万分の1(Laも.
0○), 国際水路局刊行の第5版.等深線は 50.100,200, 第8図(GEBCO)5
.06 メルカトル 500.1000m,以下 500mごと.日本海の大部分を含む同上 5
02 1980 同 上 同上. 日本海の北端部を含む.海底地形図 ｢北海道｣ 100万分の1 20万分の1 ｢
大陸棚の海の基本図｣をベースにⅣ0.6311 ランベ
ルト正角円錐図法 GEBCO資料などにより編集.等探鰍まlqOmごと.海底地形図 ｢東北日本｣Ⅳ0.6312 1980




国 名 刊 行 年 著者 .発行者 摘 要




構造区分 先中新世地帯輯造区分日本周辺海底地質図 1973 海上保安庁水
路部 50万分の1. 第四系 (A層).鮮新(能登半島-男鹿半島) 統 (B層,C層),中新統 (D層,E層),及び基盤 ( 世火山岩類及び先中新枕)
に区分.背斜軸 .向斜軸 .断層を示し.11の断面日本海と周縁の構造 1976 MELANKH
OLⅠNA,KOVYLIN 日本海と周縁の構造区分図日本海とその周縁地域の構
追 1979 XOVYLⅠN 同 上 細野 (1982),第 1図日本海底の地質図
79 BERSENEV.LELIKOV 日本海底全域の地質概略図 第31図ソ連邦東
部と隣接地域の構造 1979 ALEKSANDROVetal. 250万分の1東アジアと榛東海域の柵 MAROVetal.
日本海,オホーツク海,カムチヤツ 第34園遠国 カを含む北東アジアと海域の構造区分図
.ユーラシア北部構造図 1979 PEⅠVE.YANSHIN 500万分の
1 細野 (1982)第6囲日本海南部および対馬海 197
9 地質調査所 100万分の1. 地質図,地磁気異常峡周辺広域海底地質図 (海洋地質図 No.13)
図,重力異常図北海道周辺日本海およびオホ-ツク海域広域海底地質図 1979
地質調査所(海洋地質図 No.14) 同 上日本海中郡海域広域海底
地質賓 1981 地質調査所(海洋地質図 No.15) 同 上日本列島およ








1967 (1967- 1979) 研究連絡誌 ｢日本海｣,No.1-Ⅳ0.10. (金沢)



















1979 『日本海地域の地殻構造』,ⅩOVYL川, モスクワ (ロシア語).
1982 『日本海の地質』,星野 ･柴崎 (蘇),東海大学出版会.
1986 9peplngOf.t吐 串pg_麺革,Jour･Geomag･Geoelectr･,Vol･38,No･5･
1986 ｢西南日本周辺大陸棚の海底地質に関する研究｣- 響灘 ･見島沖海域,中尾 ･
玉木 ･盛谷 (蘇),地質調査所.
8
1987 ｢日本海底の地質｣,BERSENEVetal., ウラジオス トク (ロシア語).
1987 ｢西南 日本周辺大陸棚の海底地質に関する研究｣- 日御碕沖 ･鳥取沖海域 ,
有田 ･奥田 ･盛谷 (編),地質調査所.
1988 GeologicalstructureoftheJapanSeaanditstectoniciznplications,
TAMAXI,地質調査所.
1988 月刊海洋科学,No.221-222, ｢日本海海底 - 最近の研究 (1),(2)｣,海洋出版
株式会社,東京.
1988 ｢西南 日本周辺大陸棚の海底地質に関する研究｣ - 経 ヶ岬沖 ･ゲンタツ瀬
海域.有田 ･盛谷 (編),地質調査所.
1989 ｢日本海の形成とそれに伴 う新第三紀地史的事件｣,千地 ･土 (編).







1990 ｢日本海中部車線部大陸棚周辺海域の海洋地質学的研究｣ - 青森県～新潟県沖
概童,岡村 ･有田 ･奥田 (編),地質調査所.









刊 行 年 著者,発行者 表題,内容 摘 要
参照1938 渡辺久吉 日本周辺地域の白亜紀～ サハリン.台湾を含む日本周辺地域の
,白 第36図鮮新世古地理囲 亜紀初期から鮮新世新期に至




.白亜紀中期,白亜紀後期の7葉の古地理図を含む1962 L.W.SⅠNiTZⅠN アジアの顕生代古地理 アジア全域の
カンブリア紀から第四紀更新世に至る23葉の古地理図.1965 MⅠNATOeta1.
日本列島古地理図 古生代のデボン紀前期から完新世に至る 第38図築地書館 (古生代～完粁世) 30葉 古地理
図.海陸の境界,陸上の地形,ならびに.火山活動と堆積物の等厚線を図示.1971 『シベリア.極東の地質』 シベリア一極兼吉地理図 縮尺 3000万分の1. 原生代から鮮新
世に第2等. (U.S.S.氏.) (原生代～鮮新世) 至る20葉の苗地理図.1972 藤岡一男 日本付近新第三妃古地理 グリン.タフ地域の植物群 (阿仁合型 一台島型 .三徳
型)の分布図と,火山活動域,西黒沢階.女川期の古地理図など,9葉の分布図と古地理図.
第39図1978 松本達郎 中生代の東アジア古地理 卜リアス紀後期 (Camian).ジュラ
紀後期(NATStJMOTO) (Oxfordian),及び白亜紀中期の東アジア




















寺 田寅彦 :海底地形か ら日本海深海部の裂開起源仮説を提示 ･ (TERADA,
1934).[第 35図参照].




大塚弥之助 :日本付近の第三紀古地理. (OTUKA,1939). [第37図参照]
小林貞- : ｢佐川造山輪廻｣の中で,日本列島の中生代古地理 と日本海の起
源について言及.(KOBAYASHI,1941).








藤 田至則 :新生代の日本列島 と日本海の形成 史について考察 . (藤 田,
1962).
川井直人ほか :古地磁気にもとづ く日本列島折れ曲が り仮説の提唱.
(XAWAIeta1.,1962). [第60図参照].




























a1.,1968; 笹嶋 ･鳥居,1973など). [第61図参照].
ベルセネフ :白亜紀以降の段階的裂開説による日本海盆の起源論.
(BERSENEV,1970,1971,1972).
カー リグ :プレー ト説にもとづき酉太平洋緑海盆の起源と発達過程を論考.
(KARIG,1971,1972).
松田時彦･上田誠也 :太平洋型造山と縁海の起源.(MATSUDA,UYEDA,1971)




ヒルデ とウエ ジマ ン :日本海深海魚 に 2つの拡大軸 を想定 .(HILDE,
WAGEMAN,1973). [第62図参照].





















ほか ;1982). [第 50図参照].
ヴルプレフスキーとサ トキン :オホーツク海盆と日本海盆の形成モデル.
(VRUBLEVSKY,UTXIN,1982). [第 57図参照】.
小林和男 :日本海盆 と大和海盆の2段階裂開説. (小林和男,1983).
[第 66図参照].
1983-1991 乙藤洋一郎ほか :古地磁気にもとづ く西南日本の回転モデル,のちに東北日
本の移動モデルなど･ (OTOFUJI,MATSUDA,1983;OTOFUJIeta1.,1985;




林田 明 ･伊東佳彦 :16Maにおける西南日本の古位置.用AYASHIDA,ITO.
1984).
崖 東熊 :日本海底の基本的地質構造と周縁陸域の構造帯との関係を論じ,
裂開 ･移動を否定.(CHOI,1984巨 [第 56図参照].
玉木賢策 :日本海の年代論. (玉木,1985).






新生代の日本海の発達過程. (BERSENEV,1987). [第 58図参照].
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る)1.第四紀 (完新世および更新世)未国籍堆積物 :2.鮮新世半固結堆積物･堆積岩 :3.
中新世堆積岩 ;4.新生代火山岩類 ;5.新生代～中生代火山岩類(濃飛流紋岩,緑色凝灰岩等)
;7.時代未詳基盤岩類 (新生代,中生代,古生代);8.背斜軸及び伏在背斜軸 ;9.向斜
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SouthwestJapan.(fromKASENO.1986).陸上 1.第四紀堆積物 ;2.鮮新世及び第四紀火山岩 ;
3.中新世及び鮮新世堆積岩 :4.漸新世一中新世火山噴出物 ;5.白亜紀一古第
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(fromKASENO,1986).陸上 1.第四紀堆積物 ;2.鮮新世及び第四紀火山岩 ;
3.中新世及び鮮新世堆積岩 :4.漸新世一中新世火山噴出物 :5.白亜紀一古第三紀火山噴出物及び花両署類 ;6.中生代
･古生代堆積岩及び変成岩 ･深成岩.海底 7.第四紀堆積物 ;8.中新世･鮮新世堆積岩 ;
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1-5 先カンブリア時代の基盤
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～新生代に比較的不活発であった断裂 ;15.層序･構造単元の境界 ;16.堆積盆地の境界 :17.
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1.主な深部断裂 ;2.主な深部断裂の延長 :3.亜海洋型地殻 (玄武岩質層)の地蟻 :4.
亜海洋型地殻の上面の海面からの深さ (km);5.第三紀 ･第四紀の火山島及び海底火山 :
6.活動的な深発地震帯 (震源の深さ300-450km):7.後期古生代の花蘭岩類 :8.後期
白亜紀の花簡岩頬 ;9.陸上のア-ケアン :10.陸上の原生界 :ll.7-ケアン及び原生代
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伽即 1234567890日≡≒二主T第58回 後期白亜紀～新生代の日本海地域の発達過程を示す模式図 (BERSENEV,1987).
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